
～令和４年 第１号～                   ひゅーまんらいつ（Human Rights）とは「人権」を意味する言葉です 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

～全国水平社、創立１００周年～ 

今からちょうど１００年前、１９２２年３月３日、被差別部落の人々が全国水平社を創立し、平等な社

会を求める水平社宣言を採択しました。今年はその全国水平社創立から１００年の節目となる年です。さ

て、１００年経った今、宣言が目指した、あらゆる差別を許さず、誰もが一人の人間として尊重される社

会になっているでしょうか？皆さんはどう考えますか？ 

 

＜水平社宣言って？？＞ 

１９２２年 3月 3日、被差別部落の人々の解放を目指して設立された「全国水平社」の創立大会

で読み上げられた宣言文が「水平社宣言」です。 

 

      水平社宣言  ※一部要約 

「全国に散在する部落の人々よ、団結せよ。 

ここにわれわれが人間を尊敬することによって、 

自らを解放しようとする運動を起こしたのは当然である。 

われわれは、心から人生の熱と光を求めるものである。 

水平社はこうして生まれた。 

人の世に熱あれ、人間に光あれ。」 

   

 

 

 

 

水平社宣言は、「日本最初の人権宣言」と言われており、 

また最近では、「誰ひとり取り残さない」ことを目指す 

国連の SDGsの先駆けとも言われています。 

 

 

津島分校人権だより    津島分校人権委員会 

津島分校では、人権デーで様々な人権課題を取り上げ、差別の現実について学

んだり、自分自身はどう行動していくべきかを考えたりしています。この１年間

を通して、担任の先生やクラスの友達と共に、様々な人権課題について意欲的に

学び、差別をしない、させない自分になれるよう努力していきましょう。 

 

全ての人が暗い闇を打ち破る情熱や熱意をもって生き、全ての人に平等に光が当たり、光

あふれた温かい社会を。 

そして、全ての人が尊厳を傷つけられることなく、人間として光り輝く社会に。 



 

 

以前は見過ごされていた、様々なハラスメントが人権問題として認識されるようになったことを

考えると、社会のあらゆる場面で人権尊重の意識が高まっていることは確かです。 

その一方、  ・インターネットや SNS上での誹謗中傷 

・ヘイトスピーチ 

・性のあり方についての差別や偏見 

・新型コロナに関する人権侵害    

など、新たな人権問題も発生しています。 

 

今は100年前とは違い、多くの人が自由に意見を交わせる時代です。こうした時代だからこそ、

水平社宣言に込められた当時の人々の願いに思いをはせ、全ての人の人権が尊重される豊かな社会

をつくっていくことが必要なのではないでしょうか。 

１００年前の被差別部落の人々の願いや思いが込められた「水平社宣言」に触れ、改めてどのよ

うに感じましたか？ 今日の感想にまとめてみましょう。 

                             ～参考 広報誌滋賀プラスワン～ 

＜１００周年記念制作映画 『破戒』＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜今日の感想を書きましょう＞ 

 

 

 

 

（   ）年（   ）組（   ）番  氏名（               ） 

島崎藤村の小説 『破戒』（1906 年出版） 

が 60 年ぶりに映画化。 

～あらすじ～ 

舞台は、まだ身分制度の影が残る明治後期。被差別部

落に生まれた主人公の瀬川丑松（間宮祥太朗）は、「部

落民という素性を隠せ」という父からの強い戒めを受け、

身分を隠し、地元を離れ、ある小学校の教員となる。自ら

の出自に苦悩し、差別の現状を体験することで心を乱し

つつも、士族出身の志保（石井杏奈）との恋に心を焦がし

ていた。自分らしく生きたいという望みをもち、「この戒め

を破り、明日を生きる」と父からの戒めを破り、出自を隠さ

ず生きる決意をし、運命を切り開いていく。 

 


